
林業部会レポート抜粋
生産振興・需要拡大
・磨き丸太や垂木の生産を急激に他の林業形態へ転換するのは難しい。いまある資源を活かすため
　に積極的なマーケティングを行い，収益を上げていくことが必要。そのために，まずは情報発信（Web，店舗，資料館など）から力をいれていくべき。
・国民の和風木造建築離れが進む中，和風建築の価値やカッコよさを若い世代にうまく伝える広報
　活動が不可欠である。

・和風建築や北山杉に付加価値をつける努力が必要。マスメディアの影響もあり，スギが花粉症の
　原因だと決めつけられているが，気密性の高い住宅（マンション）で発症しやすいとも聞くので，
　通気性の良い木造住宅を「病気になりにくい家」としてアピールする。
・個人住宅だけでなく，集合住宅に北山杉の使用をすすめる。
・どの程度の出荷量，出荷高等が望ましいかということを改めて理解しておきたい。
・建築家やデザイナーなど実際に木を使う人のアイデアを聞くのが必要。
景観保全・観光
・伝統的な民家，自然など景観の非常に優れた地域であり，これらを保護しつつ観光に有効利用す
　る。

・観光客を受け入れるためのインフラ整備も必要だが，できるだけ現在の景観や雰囲気を損なわな
　い程度に抑え，すでにある資源を有効活用する（例；探られる島プロジェクト）。

・一過性の観光でなく，北山林業のファンづくり，ひいては北山林業の振興につながるものになる
　ようソフト面の充実が必要。少人数グループ観光にガイドがついて，北山林業や地域の物語を伝
　えるなど。旅行代理店への外注などでなく，地域住民・林業関係者が主体となるのが望ましい。
・重要文化的景観をただ眺めるだけでなく，林業の中で活かされる生きた文化財を目指すべき（例；
　鎌倉市　長谷子ども会館）。
・今日では被害木林（雪割れ，熊剥ぎ，荒れた山肌等）が目立つ。昔と風景が大きく変わってきた。
・トレイルコースの設置等により，山道を散策される方が増加している。
・山の木を守り育てるのは所有者である。多面的な機能を持つ山林を，長期的なビジョンを持ち，
　時々の経済感覚に左右されずに景観保全や生産振興を進めるのは難しい。
・観光面で，新たな景観か昔ながらの景観か，体験も近代化された作業の体験か過去の作業体験か
　何を求めるのか。
・北山地域の景観保存は，枝打ちを主とする北山式の育林技術の後継が必要。林業不振の中，民間
　だけに委ねるのは無理がある。ボランティアに危険を伴う作業を任せることもできない。後継技
　術者育成のための補助制度ができればと思う。

・倉庫群を活用した観光には魅力を感じるが，空になった倉庫内部を見てもらうだけでは，林業が
　厳しい状況であることを都会から来た人に意識付けるだけになってしまうのではないか。
・歴史が伝わってくる中川の風景は，多くの人々の共感を呼べるものだと思います。

・太秦の映画会社と組んで殺陣が体験できる施設や映画のセットを置く。
・見えるところだけでも杉の電信柱にするなど景観に統一感を持たせた方がよい。
・国道162号線沿線をひとつの観光スポットとしてとらえ，高雄から観光客を引きこむ取組をする。
 倉庫群や杉の里総合センターを組み込んだモデルコースの紹介やシャトルバスの運行など。
・杉の里総合センターに地域の山菜や加工品（食品）等を置く。喫茶コーナーで地域特有のものを
　使った製品を提供する。（北山杉の葉茶，北山杉を使ったくん製を料理に使用するなど）

・丸太倉庫群を使ったアート（インスタレーション※）を行う。
・北山杉の景観とアートを融合させて，町の各所にアート展示する（例；直島の家プロジェクト）。
・伏見区深草では，ＮＰＯ法人が農業振興センター・地元の大学等と連携し荒廃竹林の再生による
　環境保全活動を実践している。さらに，伐採竹を利用した市民向けの竹炭づくり・竹細工制作等
　の体験教室を実施している。
　インスタレーションとは
インスタレーション (Installation art) とは、1970年代以降一般化した、絵画・彫刻・映像・写真などと並ぶ現代美術における表現手法・ジャンルの一つ。ある特定の室内や屋外などにオブジェや装置を置いて、作家の意向に沿って空間を構成し変化・異化させ、場所や空間全体を作品として体験させる芸術。

空間全体が作品であるため、鑑賞者は一点一点の作品を「鑑賞」するというより、作品に全身を囲まれて空間全体を「体験」することになる。鑑賞者がその空間を体験（見たり、聞いたり、感じたり、考えたり）する方法をどのように変化させるかを要点とする芸術手法である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ウィキペディアより）
地域づくり
・地域住民の声を十分に聞いて，住民主体で方向性を決めていくべき。持続的な地域づくりのため
　には，大きすぎる外からの支援はかえって弊害となる。ノウハウの一部やインフラ整備の支援は
　外部からしか調達できないものに限定すべき。
・伏見区深草では，ＮＰＯ法人が区役所支所・地元商店街・地元の学校等と連携し地域のイベント
　に七夕の笹や竹細工を提供して，地域資源である竹を有効活用したまちづくり推進活動を実践し
　ている。
資　料　２　
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